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レジストリ研究の概要

対象：COVID-19と診断され、医療機関において入院管理されている症例

期間:  2020年１月〜 現在

解析・検討内容：
COVID-19の臨床像、経過、予後

重症化危険因子の探索

薬剤投与症例の経過と安全性

目的：本邦におけるCOVID-19患者の臨床像及び疫学的動向を明らかにする

将来の予防法・治療法の開発などの際
に活用可能な基礎データとなる。

( https://covid-registry.ncgm.go.jp )

レジストリ登録症例数：70,920症例（2022年8月22日時点）
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※本研究は、
・患者それぞれからデルタ株やオミクロン株が証明されているわけではなく、あくまでそれぞれの株が国内の主流
であった時期の患者を比較した研究である。
・ワクチン接種を実施されていた患者がまだ少数にとどまっており、その解釈には注意が必要である。
・本レジストリに登録された患者は入院患者、かつ日本全体の患者の一部であり、すべての新型コロナウイルス感
染症患者が登録されているわけではない。
・オミクロン株の中で現在流行しているBA.5がまだ存在しなかった時期に実施されているためその影響は検討でき
ていない。

対象：
2021年8月〜2021年12月までをデルタ株流行期、
2022年1月〜3月までをオミクロン株流行期とし、
それぞれの期間に登録された18歳未満の小児新型コロナウイルス感染症入院例847人
（デルタ株流行期：458人、オミクロン株流行期：389人）

J Infect Chemother. 2022 Aug
https://doi.org/10.1016/j.jiac.2022.08.004
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各流行期における症状の比較

※赤字は統計学的に有意差があった項目

オミクロン株流行期の入院患者は、デルタ株流行期と比較して
・2〜12歳では発熱、けいれんを来す患者が多い、
・13歳以上では咽頭痛を来す患者が多い、
・6歳以上の患者では嗅覚・味覚障害を来す患者が少ない、などの特徴を認めた。 J Infect Chemother. 2022 Aug

https://doi.org/10.1016/j.jiac.2022.08.004
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患者背景

※赤字は統計学的に有意差があった項目

オミクロン株流行期の入院患者は、デルタ株流行期と比較して、
低年齢で、基礎疾患が多く、教育関連施設での接触歴が多かった。

J Infect Chemother. 2022 Aug
https://doi.org/10.1016/j.jiac.2022.08.004
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重症度に関する比較

※赤字は統計学的に有意差があった項目

J Infect Chemother. 2022 Aug
https://doi.org/10.1016/j.jiac.2022.08.004

オミクロン株流行期の入院患者は、デルタ株流行期と比較して
・酸素投与が必要であった患者が多く、
・入院期間は短かかった。
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オミクロン時期（2022年１-７月）
６か月～４歳までの呼吸補助治療割合（n=２２１）

J Infect Chemother. 2022 Aug
https://doi.org/10.1016/j.jiac.2022.08.004

オミクロン株流行期の乳幼児入院患者は、
酸素投与が7.7％、侵襲的機械換気0.9％必要であった。
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まとめ

・オミクロン株流行期の小児入院例の臨床症状をまとめた。

・過去の流行期に比して、発熱、けいれんを来す患者割合が増加し、
酸素投与が必要であった患者割合も増加した。

・感染が拡大したことで、基礎疾患がある小児患者への感染が
増加した事は、酸素投与患者が多かった一因と推察される。
特に、４歳未満の乳幼児では、入院患者の7.7%が酸素投与が
必要であった。

・入院患者実数の増加に伴い、入院基準が異なった可能性があるため、
経時的な比較の解釈には注意が必要である。
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